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尿素（1 M）を含む500 mM NaClを同時に舌に与えると、一過性応答にはほとんど変化が見られな
かった。それに対し、持続性応答は次第に増大し、刺激し続けると徐々に減少する上に凸の応答パタ
ーンを示した。つぎに、あらかじめ1 M 尿素を10～30秒間与えた後の1 M 尿素を含む500 mM NaCl
応答について調べた。NaCl の一過性成分は尿素を与える時間が～10 秒間と短いうちはほとんど変化






NaCl 以外の一価塩についても調べた。あらかじめ舌表面を高浸透圧状態にする処理時間を 30 秒と

























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、3 章と結論、謝辞から構成される。第一章は序論であり、ウシガエル味覚器の構造と機
能、タイトジャンクションの性質や役割、および先行研究など研究背景の記述である。先行研究とし
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本研究は、研究の動機、実験方法、実験結果の処理、考察のいずれも理にかなっており、実験結果を
理論的に説明することに成功している。 
公聴会や論文調査会において、多数の質問があった。たとえば、神経インパルスの大小が神経線維
の直径の大小に由来するという解剖学的な知見はあるのかという質問に対し、カエルでは味神経線維
が Aδに分類されていること、味盤内では軸索をもたないことなどを説明し、解剖学的な研究は十分
ではないことを説明した。アルカリ処理が受容体に及ぼす影響についての質問に対しては、塩感受性
サイトが生成する大インパルス発生頻度を増強するが、塩感受性を変化させないことを説明した。味
覚器以外の表皮にルシファーイエローＣＨが拡散しない理由を問われたことについては、タイトジャ
ンクションを形成するタンパク質に多様性があることから、味盤とそれ以外の上皮ではタイトジャン
クションの種類が異なる可能性を指摘した。これらの回答に対し、質問者は納得した。 
 
以上に記した論文調査及び最終試験の結果に基づき、論文審査委員会は慎重に審査し、本論文が、
博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
 
